
皇
室
事
項

官

庁

報

告

一

西
日
本
管
区
事
務
所
の
新
設

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在

地

西
日
本
管
区
事
務
所

愛
媛
県
今
治
市
片
原
町
一
丁
目
１
番
15号

新
設
年
月
日

令
和
八
年
四
月
一
日

令和年月日 金曜日 第号官 報

（
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
総
括
審
議

官
）
農
林
水
産
事
務
官

押
切

光
弘

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
政
策
立
案

総
括
審
議
官
）
経
済
産
業
事
務
官

松
山

泰
浩

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
商
務
・

サ
ー
ビ
ス
審
議
官
）
同

井
上

博
雄

（
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
長
）
同

伊
吹

英
明

（
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
長
）
国

土
交
通
事
務
官

鶴
田

浩
久

（
環
境
省
環
境
再
生
・
資
源
循
環
局

長
）
環
境
事
務
官

角
倉

一
郎

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））に
併
任
す
る
（
各
通
）

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
情

報
調
査
室
））内
閣
事
務
官

加
藤

達
也

任
期
を
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
更
新
す
る

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官

房
副
長
官
補
付
））内
閣
事
務
官

小
柳

誠
二

警
察
庁
に
出
向
さ
せ
る

国
家
安
全
保
障
局
の
併
任
を
解
除
す
る

国
家
サ
イ
バ
ー
統
括
室
の
併
任
を
解
除
す
る

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
感

染
症
危
機
管
理
統
括
庁
））内
閣
事

務
官

草
壁

京

総
務
省
に
出
向
さ
せ
る

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官

房
副
長
官
補
付
））内
閣
事
務
官

橋
本

真
吾

財
務
省
に
出
向
さ
せ
る

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官

房
副
長
官
補
付
））内
閣
事
務
官

杉
本

昌
英

農
林
水
産
省
に
出
向
さ
せ
る

（
内
閣
府
大
臣
官
房
参
事
官
（
会
計

課
担
当
））内
閣
府
事
務
官

北
村

実

内
閣
事
務
官（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官（
内
閣
総
務
官
室
））

の
併
任
を
解
除
す
る

（
内
閣
府
大
臣
官
房
）
内
閣
府
事
務

官

中
原

茂
仁

（
外
務
省
大
臣
官
房
）
外
務
事
務
官

齊
藤

幸
司

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

枝

慶

（
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
政

策
課
長
）
同

吉
田

光
成

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
付
（
医
薬

局
））厚
生
労
働
技
官

堀
内

直
哉

（
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
付
）
農
林

水
産
事
務
官

大
橋

聡

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
技
官

越
智

健
吾

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））の
併
任
を
解
除
す
る
（
各
通
）

（
消
防
庁
長
官
付
）
総
務
技
官

大
嶋

文
彦

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
情
報
調
査

室
））の
併
任
を
解
除
す
る

内
閣
官
房
副
長
官
補
付
の
併
任
を
解
除
す
る
（
以
上
三
月

三
十
一
日
）公

正
取
引
委
員
会

（
審
査
局
訟
務
官
）
内
閣
府
事
務
官

中
島

菜
子

辞
職
を
承
認
す
る
（
三
月
三
十
一
日
）

（
経
済
取
引
局
取
引
部
取
引
企
画
課

長
）
内
閣
府
事
務
官

松
本

博
明

九
州
事
務
所
長
に
昇
任
さ
せ
る

（
官
房
国
際
課
長
）
同

河
野
琢
次
郎

経
済
取
引
局
取
引
部
取
引
企
画
課
長
に
配
置
換
す
る

（
審
査
局
審
査
長
（
第
二
審
査
長
））

同

原
田

郁

官
房
国
際
課
長
に
配
置
換
す
る

（
九
州
事
務
所
長
）
同

大
矢

一
夫

審
査
局
審
査
長
（
第
二
審
査
長
）
に
転
任
さ
せ
る

（
経
済
取
引
局
取
引
部
企
業
取
引
課

取
引
適
正
化
調
査
室
長
）
同

藤
谷

義
秀

審
査
局
訟
務
官
に
昇
任
さ
せ
る
（
以
上
四
月
一
日
）

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
二
月
十
七
日
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
大
統
領
閣

下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
三
月
十
二
日
御
答
信

が
あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
二
月
二
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
陛
下
へ

発
せ
ら
れ
た
御
弔
電
に
対
し
、
三
月
十
六
日
御
答
信
が

あ
っ
た
。

官

庁

事

項

登
録
検
査
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
員
法
第
百
条
の
十
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
百
条
の
二
十
八
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

車
両
制
限
令
（
昭
和
36年

政
令
第
265号

）
第
３
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の

最
高
限
度
が
41メ

ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
下
記
の
と
お
り
指
定
し
、
併
せ
て
、
同
令
第
10条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
38メ

ー
ト
ル
を
越
え
41メ

ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を
下
記
の
と
お
り

定
め
る
。
令
和
８
年
４
月
３
日

中
国
地
方
整
備
局
長
杉
中
洋
一

１
指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

次
表
の
と
お
り

路
線
名

区
間

一
般
国
道
２
号

岡
山
県
笠
岡
市
西
大
島
新
田
２
丁
目
602番

９
か
ら
同
市
カ
ブ
ト
南
町
214番

ま
で

２
指
定
す
る
期
日
令
和
８
年
４
月
５
日

３
通
行
方
法

１
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
38メ

ー
ト
ル
を
超
え
41メ

ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、
次
の
通
行
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。


走
行
位
置
の
指
定
ト
ン
ネ
ル
等
の
上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵

す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接

す
る
施
設
等
に
出
入
り
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木

等
の
上
空
障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。


後
方
警
戒
措
置
後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
寸
法

023メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
012メ

ー
ト
ル
以
上
（
又
は
横
寸
法
012メ

ー
ト
ル
以
上
、

縦
寸
法
023メ

ー
ト
ル
以
上
）
の
地
が
黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射
塗
装
そ
の
他
反
射
性
を

有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
方
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る

こ
と
。


道
路
情
報
の
収
集
道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道
路

情
報
を
収
集
し
、
上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。

中
国
地
方
整
備
局
公
示

車
両
制
限
令
（
昭
和
36年

政
令
第
265号

）
第
３
条
第
１
項
第
２
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
行
す
る
車
両
の
総
重

量
の
最
高
限
度
が
車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
最
大
25ト
ン
で
あ
る
道
路
を
、
下
記
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
８
年
４
月
３
日

中
国
地
方
整
備
局
長
杉
中
洋
一

１
指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

次
表
の
と
お
り

路
線
名

区
間

一
般
国
道
２
号

岡
山
県
笠
岡
市
西
大
島
新
田
２
丁
目
602番

９
か
ら
同
市
カ
ブ
ト
南
町
214ま

で
２
指
定
す
る
期
日
令
和
８
年
４
月
５
日


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